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10 17 上嶋	
 明莉

10 18 上園	
 綾乃

19 三島	
 結花

16 17 歌谷　紗梨也

15 20 藤原　優希

9 22 田中　香帆
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大会名： 第３７回　全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦

✓ 16 早戸　美優 ✓ 16 岡田	
 聖奈

天理大学

2Q

東海学院大学3Q

4Q

113 137

✓ 1 前川　郁実

チーム名 1w 1Q チーム名 4w

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

W9 女子	
 準決勝 11:00 立命館OICフィールド 人工芝（W）

合	
 計

1 久冨	
 ひかり

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号 氏　　　　名

29 4 大川　紗希子 ✓ 3 小早川	
 理奈

✓ 2 吉原　紗羅 ✓ 2 中花	
 愛莉

13 6 髙田　美佐紀 27 6 平田	
 有真

✓ 5 青戸　萌 ✓ 4 中川	
 杏香

✓ 8 坪内　萌花 ✓ 8 小林	
 はな

✓ 7 村山　美穂 ✓ 7 冨岡	
 映里

✓ 10 森　花音 ✓ 10 山口	
 未彩季

13 9 伊藤　星 10 9 森作	
 みなみ

27 12 岩田　楓 27 13 夛田	
 有希

✓ 11 満吉　亮佳 ✓ 12 河合	
 玲音

✓ 15 沖原　佳乃 12 15 中村	
 美森

✓ 13 島田　あみる ✓ 14 西尾	
 亜裕美

28 工藤　優 ✓ 26 立岩	
 奈那子

9 26 島谷　日菜子 25 大門	
 あすか

✓ 25 橋本　真鈴 10 23 市山	
 千貴

10 30 小嶋　梨佳 29 岸	
 明日香

8 29 倉脇　祐実 ✓ 27 小早川	
 志穂
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Ｒ.アンパイア 成田　健一 Ｖ.アンパイア

Ｓ.アンパイア 西山　宏明 Ｓ.アンパイア 湯澤　健人

監　督 長谷部　謙二 監　督 小林	
 和典

アンパイア 藤原　真由美 アンパイア 山田　恵美
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ジャッジ 西村　瞭臣 ジャッジ 藤原　皐月

ジャッジ 森　咲由莉 Ｔ　Ｏ 安木　貴子



試合番号 W9 女 6月30日

大学名 時間 得点 アシスト 種類 時間 得点 アシスト 種類

天理 32 10 16 PC

東海学院 33 4 7 FG

東海学院 36 26 8 FG

東海学院 52 10 14 FG

東海学院 60 14 - FG

大学名 PC シュート PC シュート PC シュート PC シュート

天理大学 0 1 0 0 1 1 1 1

東海学院大学 0 1 4 1 1 3 0 2

SO戦 1 2 3 4 5 合計
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　東海学院大学のセンターパスにより試合が開始された。8分、東海学院の打ち込みのこぼれ球から決定
的なチャンスを得るが、シュートがゴールポストにはじかれ得点に繋がらない。膠着状態のまま0-0で第
1Qが終了した。	

　第2Q、両チーム先制点を渇望する中、20分、東海学院のDFのロングパスからPCを獲得する。しかし、
天理の堅い守備に阻まれ得点にはならない。続いて28分、東海学院のMFのドリブル突破からPCを獲得
する。立て続けにPCを獲得し攻撃の手を止めない東海学院だが、天理大学GK#1前川に阻まれ得点にな
らず、0-0のまま第2Qが終了した。	

　第3Q、膠着状態だった試合が動き出す。32分、天理大学#10森のパスカットからドリブル突破でサーク
ル内に切り込みPCを獲得、#16早戸のプッシュを#10森がリバースで合わせ待望のゴールを決めた。喜び
も束の間、33分、東海学院#7富岡の左サイドの打ち込みから#4中川がタッチシュートを決め、1-1としすぐ
さま天理大学に追いつく。さらに36分、東海学院#8小林のリバースヒットが天理のDFに当たり、宙に浮い
たボールを#26立岩がゴールに押し込み1-2とし、東海学院は逆転に成功した。	

　第4Q、52分、左サイドの天理大学の反則を起点に東海学院#14西尾がサークル内へ打ち込み#10山口
がフォアで合わせ追加点を挙げる。天理大学は55分、#10森のドリブル突破からPCを獲得するが点には
繋がらない。なんとしても点がほしい天理大学はGKをベンチにさげパワープレ-を行う決断に出た。果敢
に攻め立てる天理大学だが、60分、東海学院#１４西尾がGKのいないゴールへプッシュで押し込み、ダメ
押しの追加点を挙げ3点リードとした。天理大学の反撃はついに及ばず、試合は1-4で東海学院が勝利、
決勝へ駒を進めた。	





